
 
 

（様式１・小学校用①）                                 
 平成３０年度 学 校 評 価 報 告    

                              草加市立清門小学校 
                                        （平成３１年２月１２日作成） 
１ 学校教育目標 
なかよく・・・・笑顔であいさつのできる子・思いやりのある子 

 かしこく・・・・進んで学習する子・確かな学力のある子 
 たくましく・・・やりとげる子・きたえる子 
 ～「児童一人ひとりが輝き 笑顔あふれる学校」～ 

２ 重点目標・努力目標 ３ 前年度の成果と課題 
・いじめはしない、させない、ゆるさない 
・「笑顔であいさつ」の推進 
・道徳、人権、特別支援教育の充実 
・幼保小中を一貫した教育の推進 
・学習規律の徹底、「はっきり返事」「背す 
じをピン」で集中して学習に取り組む 

・読書の励行、学校図書館の活用 
・家庭学習の定着 
・体育授業時の十分な準備運動の時間と運動

量の確保 
・体育的行事への積極的参加 
・家庭と連携した「早寝・早起き・朝ごはん」

成果 
○「児童一人ひとりが輝き笑顔あふれる学校」
の実現を目指し、教職員が一致団結し、生活
指導、生徒指導に取り組めている。 
○学習においては算数の研究を通して、学年
単位で教材の工夫や指導法の共有化が図ら
れ、児童の考える場を増やし、わかりやすい
授業の展開ができた。 
課題 
●笑顔で元気のよいあいさつ 
●無言清掃の徹底と継続 
●学力の向上及び体力の向上 

 
４ 評価表 ※評価基準〔Ａ：十分達成している Ｂ：おおむね達成している Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である〕 
領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 

 
 
 
 
 
 

Ⅰ 
 
学 
校 
運 
営 
に 
関 
す 
る 
も 
の 

①組織運営 ・学校経営目標、方針 
・校務分掌組織 
・適所への適材配置 
・職員会議等の運営 
・予算の執行・決算、監査等 

Ｂ ○校長の示す学校経営方針に基づき、全
教職員が協力して取り組み、校務・会
議等が機動的・効率的に進んだ。 

●会議のスリム化等をさらに進める。 

②研究・研修 
・研究組織、計画、実施 
・校内研修の推進 
・授業改善への取組 
・校外研修会への参加 
・人材育成 

Ａ ○算数科の研究では、「清門小スタンダ
ード」の確立とともに、ＩＣＴの活用
等で授業の充実が図られた。 

○校内授業研究会等の充実で、若手教員
の授業力が向上した。 

③保健管理・安全管理 

・保健計画、安全計画 
・環境衛生の管理 
・健康観察、安全点検 
・緊急事態発生時の対応 
・危機管理マニュアルの作成・活用 

Ｂ ○保健・安全に係る指導や取組が計画
的・協力的に実施できた。不審者等緊
急時の情報を家庭連絡メール等で配信
し、情報の共有と啓発ができた。 

○児童のケガや病気等に迅速に対応し、
適切な処置がなされた。 

●学校生活の中でのケガの発生件数を減
少させることは引き続き課題。 

④情報管理・施設設備管理 

・個人情報の管理、保護 
・施設設備の管理と有効利用 

Ａ ○個人情報の管理、保護は徹底でき、情
報漏洩等の事故はゼロである。 

○施設・設備の管理は概ね良好で、修繕
も市教委等と連携し、迅速・計画的に
実施できた。 

●施設・設備のさらなる管理・維持 
○学校開放団体が校庭・体育館をほぼ毎

日有効に活用している。 



 
 

⑤地域との連携 

  開かれた学校 

・学校情報の発信 
・学校公開の実施 
・学校評議員制度の活用 
・地域、校種間連携 
・PTA活動の活性化 

Ａ ○学校便りやＨＰ、学校公開の実施等に
より、学校の情報発信を充実させるこ
とができた。学力向上便りも継続し、
新たに特別支援教育に関わる便りを作
成、配布した。 

○年間３回の学校評議員会では、学校運
営に関し、貴重な意見をいただく機会
となっている。 

○各町会・自治会、平成塾、学校開放団
体、ＰＴＡ組織との連携・協力で、清
門まつりや校庭の土入れ作業、校内美
化清掃等の取組が充実できた。 

⑥幼保小中を 

 一貫した教育 

・目指す子ども像の実現に向けた取組 
・教育課程の編成 
・一貫教育推進のための組織づくり 

Ｂ ○幼保小中連絡協議会や研究推進委員
会、合同研修会を実施し、中学校区で
の情報共有等連携を強化することがで
きた。 

○研究推進委員会を機能させることで、
４部会での取組が充実してきている。 

●「一貫した教育」への教職員の意識改
革をさらに図ること。 

 
（様式１・小学校用②）                                 

                                                               草加市立清門小学校 
 領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  
 

Ⅱ 
 
教
育
活
動
に
関
す
る
も
の 
 

①教育目標・教育計画 
・教育課程の編成、実施 
・教育計画の作成 
・教育活動の評価 
・目標、方針の周知 
・授業時数の配当、確保 

Ｂ ○教育課程は適正に編成・実施された。 
○毎週発行の授業予定表や毎月の授業時

数報告により、教育活動を把握し、管
理することができている。 

●予備時数を考慮したゆとりのある計画
作り。 

②教科指導 

・指導計画の立案 
・わかる授業づくり 
・指導方法の工夫と改善 
・評価、評定の工夫 
・外部人材の活用 

Ａ ○校内研修の充実により、特に算数科に
おいて、ＩＣＴ等も活用した「わかり
やすく・考える楽しさ」のある授業が
展開できている。 

○教科・領域の単元により、外部人材を
招聘した授業を仕組むことができた。 

③道徳教育 
・全体計画の作成 
・各教科との関連 
・道徳的実践力の育成 
・家庭、地域社会との連携 
・いのちの教育の推進 

Ｂ ○道徳主任（道徳教育推進教諭）を中心
に、「特別の教科 道徳」の指導計画
作成、指導の充実を図った。 

●道徳的実践力の向上 
●「特別の教科 道徳」の適切な評価 

④外国語活動 

・指導計画の立案 
・指導方法の工夫と改善 
・評価、評定の工夫 
・各教科、道徳教育との関連 
・中学校との連携 

Ａ ○外国語活動主任を中心に指導計画を作
成、計画的に授業が進められた。 

○ＡＬＴと担任の連携により、指導が充
実し、よりよい時間となっている。 

○予備時間を活用し、低学年児童とＡＬ
Ｔの交流活動が実施できた。 

●教材・教具の工夫・改善 



 
 

⑤特別活動 

・指導計画の立案 
・学級活動、学級経営 
・学校行事 
・児童会活動 

Ｂ ○耐震に係る体育館工事により、一時期
行事実施に工夫・改善も必要であった
が、特活主任の尽力、他の教職員の協
力により、概ねスムーズに実施できた。

○代表委員を中心とした「朝のあいさつ
運動」が充実できた。 

⑥「総合的な学習の 

  時間」の指導 
・指導計画の立案 
・指導内容の充実 
・指導方法の工夫と改善 
・評価の工夫 

Ｂ ○指導計画に沿い、実施できた。 
○活動の中での意見交換、課題解決のた

めの調べ学習や話し合い活動が充実で
きた。 

●各学年の系統性等指導計画の見直し 
●「ふるさと草加」をテーマにした単元、

活動内容の精選と工夫・改善 
⑦生徒指導 

・組織的な生徒指導 
・問題行動への対処 
・教育相談、児童理解 
・いじめ防止対策 
・保護者、地域、諸機関との連携 

Ｂ ○生徒指導・教育相談共に組織的な対応
ができている。 

○他校や関係機関との連携・協力で、そ
の都度問題行動等へ対処に努力してい
る。 

●いじめや不登校対策の見直し 

⑧キャリア教育 ・計画の立案 
・指導内容の充実 
・中学校との連携 
・啓発的経験の充実 
・家庭、地域との連携強化 

Ｂ ○各教科・領域との関連を図り、自己啓
発の機会を意図的に計画し、実践するこ
とができた。 
●年間指導計画の見直し 

⑨特別支援教育 

・個別の指導計画、支援計画 
・指導方法の工夫と改善 
・通常学級との交流 
・諸機関との連携 
・校内支援体制の整備 

Ａ ○特別支援学級では、個別の支援計画・
指導計画に基づき、個に応じたきめ細
かな指導ができている。 

○校内の交流及び共同学習、他校との支
援籍学習が計画的に実施できた。 

○特別支援教育コーディネーターを中心
に、市教育支援室、県立草加かがやき
特別支援学校等関係諸機関と連携・協
力し、校内支援体制が充実できた。 

●特別支援学級の授業研究の実施 

⑩学校図書館教育 

・指導計画、支援計画の作成 
・図書館補助員の活用 
・諸機関との連携 
・図書館の整備 
・図書館利用の工夫 

Ａ ○読書の励行を重点目標とし、担任及び
学校司書の創意工夫、環境整備や地
域・保護者の協力により、児童の読書
量も年々増加している。 

○学校公開での図書室公開、またビブリ
オバトルの取組を通して、家庭や地域、
また児童の図書、読書への関心が高ま
っている。 

●読書環境のさらなる整備と充実 

⑪情報教育 

・教育計画の作成 
・校内研修の充実 
・ＩＣＴ機器の積極的な活用 
・情報モラル教育の推進 

Ａ ○ＩＣＴ機器、デジタル教科書等の導入
により、ＰＣ室、ホワイトボード、電
子黒板等の活用頻度が高まるととも
に、児童の学習意欲も向上している。 

●校内研修や業者等による支援体制の充
実 



 
 

⑫人権教育 

・全体計画の策定 
・各教科との関連 
・人権感覚の育成 
・校内研修の充実 

Ｂ ○全体計画に基づき、各教科・領域等と
の関連を図り取り組むことを通じて、
児童の人権感覚を育成することに努力
している。 

○人権に関わる全校的な取組（研修、作
文・標語の発表等）を創意工夫するこ
とで、教職員の意識が向上している。 

●人権教育の取組のさらなる充実 
 

 

（様式１・小学校用③）                                 
                                                               草加市立清門小学校 
 領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  
 

Ⅲ 

 
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

 

①学力向上  
 
 
・計算タイム 
・読書タイム 
・読み聞かせ 
・親子読書デー 
・家庭・地域との連携 

Ｂ ○毎週火曜日の朝を「読書タイム」、木
曜日の朝を「計算タイム」とし、取組
を充実させることで、児童の意欲・基
礎学力が向上している。 

○児童への読み聞かせを地域の団体・保
護者ボランティア、教員、中学生ボラ
ンティア（新栄中）が行った。どの読
み聞かせも児童は集中して聴き、読書
への興味・関心が高まっている。 

○毎月２３日を「親子読書デー」に設定
し、全家庭で取り組んでいる。 

○地域の方等の協力により運営している
放課後算数教室、草加寺子屋に多くの
児童が参加し、学力向上に向け努力し
ている。 

○「家庭学習チャレンジ週間」（内１日
を「ノーテレビ・ノーゲーム・ノース
マホデー」）に中学校区３校で取り組
むことで、保護者や児童の意識が向上
してきている。 

●朝の時間や放課後の時間の取組をさら
に充実させる。 

②体力向上  
 
 
・さわやかタイム 
・体力向上レベルアッ
プカード 
・なわとび教室 
・各種大会に向けた練
習 

Ｂ ○教室・校庭・体育館等を利用し、走力
や持久力、なわとびの技術や筋力等の
向上を目指した。児童は意欲的に活動
し、体力向上に成果が見られているが、
二極化も見られる。 

○陸上大会・相撲大会（相撲教室）・な
わとび大会・サッカー大会に向けての
練習に取り組み、本番でも好成績を収
めることができた。 

●新体力テストに向けて取り組んだ「レ
ベルアップカード」をさらに充実させ
ていく。 



 
 

③学校応援団  
・児童の登下校時の安全・安心 
 
・児童への学習支援 

Ａ ○各町会・自治会、平成塾、関係団体、
ＰＴＡ関係者と連携・協力し、児童の
登下校時の毎日の見守りを実施し、安
全・安心の確保について充実できてい
る。 

○安全・安心推進委員会を年２回実施で
きた。 

○お茶体験、読み聞かせボランティア、
ミシンボランティア等を平成塾関係団
体、地域の方々、保護者との連携・協
力で実施し、成果を上げている。 

●活動内容をさらに充実していく。 

 
 
５ 総合評価（学校関係者評価を含む） 
・「笑顔であいさつ」について、特に校内においてはできる児童が増えている。しかし、登

下校時の見守り、登校指導中の様子では、声の小さい児童がまだ多く、課題である。「無
言清掃」の徹底については、以前に比べだいぶ図られてきている。日頃の清掃指導や環境
整備の推進により、きれいで、安全・安心な教育環境が確保できている。 

・４年間の算数科を中心とした研究の積み重ねで、算数の授業における「清門小スタンダー
ド」はほぼ確立できたとともに、若手教員等の授業力の向上が図られた。今後は「主体的・
対話的で深い学び」のさらなる実現に向け、算数科以外の教科・領域においても研究を積
み上げていくことが必要である。 

・生徒指導主任、教育相談主任、特別支援教育コーディネーターを中心に、校内のさまざま
な問題、課題について定期・随時に協議し、適切な対応・解決が早期に図られた。 

・「幼保小中を一貫した教育」の取組では、夏季休業中の合同研修会をはじめ、教員の保育
体験、小中連携乗り入れ授業、あいさつ運動、中学生による読み聞かせ、子どもまつり、
授業見学、校内見学等、幼保小の連携、小中の連携の取組が充実していた。 

・地域や保護者との連携・協力により、学校の環境整備や教育活動への支援、安全・安心の
確保等、とても充実できた。 

６ 次年度の改善策 
・指導の徹底教職員の「率先垂範」「凡時徹底」の意識を高め、常に共通理解、共通認識の

下、共通行動・共通指導を実践していく。 
・算数科での研究を基礎に、新たな研究教科（領域）の下、児童の実態から研究テーマを設
定・計画していく。 

・「いじめや不登校児童」への取組・対策をさらに充実させていく。そのために、専門の講
師を招聘し、実効性のある対応・取組を実践していく。 

・特別な配慮・支援が必要な児童への対応について、これまで通り家庭とも連携を図りなが
ら、市教育支援室や県立特別支援学校のセンター的機能等を活用し、支援体制を充実させ
ていく。 

・「幼保小中を一貫した教育」では、４部会を中心に、取組をさらに充実させていく。特に、
合同研修会、作品交流等の充実を図る。 

・全国・県・市学調や新体力テスト等の結果を踏まえた学力向上や体力向上への取組を工夫・
改善し、より充実させていく。 

 


